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利益相反

今回の発表に関して、開示すべき利益相反はありません
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施設紹介

◼ 化学療法室ベッド数

◼ 化学療法室担当看護師数

◼ 調製担当薬剤師数

◼ ミキシングルーム

◼ 化学療法施行実数/月

10床(リクライニングチェア)

6名

調製者：1名 確認者：1名

安全キャビネット：2台

入院：25人 40件 外来：56人 88件



本日の内容

外来腫瘍化学療法の連携(病院)
連携充実加算・がん薬物療法体制充実加算について

外来腫瘍化学療法の連携(薬局)
特定薬剤管理指導加算2について

トレーシングレポートの運用
効果的で安心・安全な薬物療法を目指して

外来がん治療専門薬剤師
専門医療機関連携薬局への一歩
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外来腫瘍化学療法の連携

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html

◼ がん罹患数の順位(2021年)

 がんと診断される確率は、男性63.3%(2人に1人)、女性50.8%(2人に1人)

◼ がん死亡数の順位(2023年)

 がんで死亡する確率は、男性24.7%(4人に1人)、女性17.2%(6人に1人)



外来腫瘍化学療法の連携

01 02 03 04

細胞障害性抗がん薬

 アルキル化薬

 代謝拮抗薬

 微小管阻害薬 ・・・

内分泌療法薬

 抗アンドロゲン薬

 抗エストロゲン薬

 アロマターゼ阻害薬 ・・・

分子標的治療薬

 マルチキナーゼ阻害薬

 抗EGFR抗体薬

 抗VEGF抗体薬 ・・・

免疫チェックポイント阻害薬

 抗PD-1抗体薬

 抗PD-L1抗体薬

 抗CTLA-4抗体薬

単剤療法から併用療法まで治療方法が様々になっている

◼ がん化学療法の進歩と種類



外来腫瘍化学療法の連携

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001158216.pdf



外来腫瘍化学療法の連携

https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001252076.pdf



https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000691038.pdf

がん化学療法は、入院から外来へシフトされている

がん化学療法の継続には、調剤薬局の先生との連携が不可欠である

外来腫瘍化学療法の連携(病院)
連携充実加算



令和2年度診療報酬改定の概要より抜粋・改変

外来腫瘍化学療法の連携(病院)
連携充実加算

◼ 算定要件

 医師又は薬剤師が、がん化学療法等の副作用発現状況を評価し、そのことを記載した治療計画等の文書

を患者に交付すること

 療養のため必要な栄養指導を実施する場合には、管理栄養士と連携を図ること

◼ 施設基準

 外来腫瘍化学療法診療料1に規定するレジメンに関わる委員会に管理栄養士が参加していること

 調剤薬局との連携として、以下の体制が整備されていること

• 化学療法のレジメンをホームページ等で閲覧できること

• 地域の調剤薬局薬剤師等を対象にした研修会等を年1回以上実施すること

• 保険調剤薬局等からのレジメンや患者に関する相談および情報提供に応じる体制を整備すること

 外来化学療法を実施している医療機関に5年以上勤務し、栄養管理に関わる3年以上の経験を有する

専任の常勤管理栄養士が勤務していること



外来腫瘍化学療法の連携(病院)
連携充実加算：外来化学療法連携報告書

◼ 算定要件

 医師又は薬剤師が、がん化学療法等の副作用発現状況を評価し、そのことを記載した治療計画等の文書

を患者に交付すること → 「外来化学療法連携報告書」

【記載内容】

• 実施レジメン名

• レジメンの実施状況(コース数)

• 抗がん剤投与量(お薬手帳シールも配布中)

• 副作用発現状況(CTCAE v5.0)

• 対症療法薬剤

• その他注意事項(遺伝子変異や治療歴等)

【交付方法】

病院薬剤師→患者→調剤薬局薬剤師

*患者へ返却しないでください



◼ 施設基準

 調剤薬局との連携として、以下の体制が整備されていること

• 化学療法のレジメンをホームページ等で閲覧できること(薬剤室→調剤薬局の皆様へ→レジメンの公開)

• 地域の調剤薬局薬剤師等を対象にした研修会等を年1回以上実施すること

• 保険調剤薬局等からのレジメンや患者に関する相談および情報提供に応じる体制を整備すること

外来腫瘍化学療法の連携(病院)
連携充実加算：レジメンの公開



◼ 施設基準

 調剤薬局との連携として、以下の体制が整備されていること

• 化学療法のレジメンをホームページ等で閲覧できること

• 地域の調剤薬局薬剤師等を対象にした研修会等を年1回以上実施すること

• 保険調剤薬局等からのレジメンや患者に関する相談および情報提供に応じる体制を整備すること

外来腫瘍化学療法の連携(病院)
連携充実加算：山梨厚生病院薬薬連携勉強会(がん)



外来腫瘍化学療法の連携(病院)
連携充実加算：山梨厚生病院薬薬連携勉強会(がん)

◼ 今後の勉強会について

 開催頻度

• 年3-4回を目標

 開催形式

• 現地およびweb配信

 時間

• 1時間程度

 内容

• 各がん種の治療レジメン

• 副作用評価(CTCAE)や支持療法

• 事例紹介 ・・・

 お知らせ

• 東山梨薬剤師会を通じて、調剤薬局へFAX

• 当院ホームページにて周知

内容に関して、ご要望があればお気軽に問い合わせください



外来腫瘍化学療法の連携(病院)
連携充実加算：情報提供

◼ 施設基準

 調剤薬局との連携として、以下の体制が整備されていること

• 化学療法のレジメンをホームページ等で閲覧できること

• 地域の調剤薬局薬剤師等を対象にした研修会等を年1回以上実施すること

• 保険調剤薬局等からのレジメンや患者に関する相談および情報提供に応じる体制を整備すること

【レジメンに関する問い合わせ】

山梨厚生病院 薬剤室 TEL：0553-23-1311 (PHS：7211)

【患者に関する相談および情報提供】

がん化学療法用のトレーシングレポートでお願いします

緊急時または問い合わせ等は電話でお願いします
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https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001252076.pdf
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https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001158216.pdf
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がん薬物療法体制充実加算

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001158216.pdf
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https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000691038.pdf

がん化学療法は、入院から外来へシフトされている

がん化学療法の継続には、調剤薬局の先生との連携が不可欠である

外来腫瘍化学療法の連携(薬局)
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外来腫瘍化学療法の連携(薬局)
特定薬剤管理指導加算2

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000569129.pdf



外来腫瘍化学療法の連携(薬局)
特定薬剤管理指導加算2

https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000608537.pdf



算定要件、留意事項、施設基準等の詳細については必ず原文を確認し、算定の際は各調剤薬局のご判断で行うようにお願いいたします

外来腫瘍化学療法の連携(薬局)
特定薬剤管理指導加算2

◼ 対象患者

 連携充実加算を届け出ている医療機関で抗悪性腫瘍剤(注射)による治療を受けている患者であって、

調剤薬局で抗悪性腫瘍剤や制吐剤等の支持療法に係る薬剤の調剤を受ける患者

<算定可能なレジメン>

• 注射の単独レジメン(例：ニボルマブ)

• 注射 + 内服の併用レジメン(例：CapeOX)

• 内服の単独レジメン(例：カペシタビン)

◼ 算定要件

 レジメン等の確認と薬学的管理・指導

 電話等による化学療法に係る薬剤の服薬状況や副作用の確認

 医療機関に必要な情報を文書(トレーシングレポート)で提出

◼ 施設基準

 保険調剤薬局としての勤務経験を5年以上有する薬剤師が勤務している

 患者のプライバシーに配慮する(パーテーション等で区切られたカウンター)

 麻薬小売業者の免許を取得し、必要な指導を行うことができる体制が整備されている

 医療機関が実施する化学療法に関する研修会へ年1回以上参加する
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トレーシングレポートの運用
効果的で安心・安全な薬物療法を目指して

山梨県立中央病院や山梨大学医学部附属病院と共通のもの

薬剤室のホームページ→調剤薬局の皆様へ→トレーシングレポートについて

【一般用】 【がん化学療法用】



トレーシングレポートの運用
効果的で安心・安全な薬物療法を目指して

◼ トレーシングレポートとは

 調剤薬局薬剤師が患者から得た情報のうち、「緊急性は低いが医療機関への報告が望ましい

情報」と判断した内容を記載した文書である

 疑義照会でないことに注意する

 緊急性の高い内容または疑義照会は電話等で対応する

◼ がん化学療法用トレーシングレポートについて

 副作用評価はCTCAE v5.0を用いて評価する

 基本的にGrade 3以上で原因薬の休薬・中止が必要となる(受診勧奨レベル)

 「主な有害事象発現状況」は、患者自身でも確認ができる一般的な副作用が抜粋されている

 様式に記載されていない副作用症状は、「情報提供内容」へ記載する

Q. 副作用症状がなく特に問題がない場合、トレーシングレポートの提出は不要ですか?

A. 症状がなくても、フォローアップした時点で「症状がない」という非常に価値のある情報です

しっかりフォローしていただいていることがわかるため、副作用がなくても提出する方が良いです



トレーシングレポートの運用
効果的で安心・安全な薬物療法を目指して

https://jcog.jp/assets/CTCAEv5J_20220901_v25_1.pdf

◼ CTCAE(Common Terminology Criteria for Adverse Events)とは

 有害事象評価のための世界共通尺度として、米国国立がん研究所が作成

 日本臨床腫瘍研究グループ(JCOG)が翻訳

 version 5.0が最新

 有害事象の記録や報告を標準化するために開発



トレーシングレポートの運用
効果的で安心・安全な薬物療法を目指して

1. 調剤薬局よりトレーシングレポートをFAX受信

2. 担当薬剤師(週交代)が内容を確認(がん化学療法用は化学療法担当薬剤師が確認)

3. 電子カルテへスキャンおよび処方医に連絡

4. 調剤薬局へFAX返信

【トレーシングレポートに関する問い合わせ】

• FAX番号：0553-23-4328

• 一般用 山梨厚生病院 薬剤室 TEL：0553-23-1311 (内線：1031)

• がん化学療法用 山梨厚生病院 薬剤室 TEL：0553-23-1311 (PHS：7211)

【トレーシングレポートの運用手順】
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外来がん治療専門薬剤師

日本臨床腫瘍薬学会ホームページより

◼ 外来がん治療専門薬剤師とは…

 外来がん治療を安全に施行するための知識・技能を習得した薬剤師

 地域がん医療において、患者とその家族をトータルサポートできる薬剤師

 病院と薬局が緊密に連携して、がん薬物療法に対応できる薬剤師



外来がん治療専門薬剤師

日本臨床腫瘍薬学会ホームページより

◼ 申請資格

【外来がん治療専門薬剤師】 【外来がん治療認定薬剤師】

県内では山梨大学医学部付属病院が唯一の研修施設(2025年8月現在)



専門医療機関連携薬局

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001353431.pdf



安心・安全な外来腫瘍化学療法施行のため、

先生方のご協力をお願いいたします

ご清聴ありがとうございました
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